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 研究要旨 
「初発膠芽腫に対する新規放射線化学療法による有効治療法確立のた
めの臨床研究参加の多施設共同研究」 
岡山大学より初発神経膠芽腫に対する BNCT 臨床研究及び追加放射線
療法・化学療法の有効治療法確立プロジェクトへ多施設共同研究者の一
員として臨床研究へ参加。 

 

   
Ａ．研究目的 
現在、悪性神経膠腫に対する治療法は、手
術療法・放射線療法・化学療法による集学的
治療法であるが、予後は極めて悪い。その中
で、大阪医科大学脳神経外科単施設で行われ
ていたホウ素中性子捕捉療法（BNCT）は、初
発神経膠芽腫の中央生存期間が23.5ヶ月と
いう結果を報告をしている。BNCTはホウ素の
取り込んだ細胞に対して中性子線の照射を
行うと、ホウ素製剤を取り込んだ腫瘍細胞内
部で、核反応を引き起こし、腫瘍選択的な細
胞障害を引き起こす。今回我々は、岡山大学
にて治療を行っている初発膠芽腫患者に対
するBNCTの臨床研究を行い、他施設共同研究
として、BNCT臨床研究へ参加し、その結果を
臨床研究情報センタ(TRI)へと登録を行う。 
 
Ｂ．研究方法 
臨床研究を開始するにあたり、岡山大学臨
床研究倫理委員会にて、承認を得た。その後、
岡山大学病院脳神経外科にて、外科的手術を
行い、組織学的に初発神経膠芽腫と診断した
患者より、臨床研究へ同意を得た患者に対し
てBNCT臨床研究を行った。BNCTで用いるホウ
素製剤は、主任研究者である大阪医科大学脳
神経外科宮武伸一氏より提供を受けた。提供
を受けたホウ素製剤を投与するにあたり、岡
山大学病院薬剤部調剤部にて、特殊調剤を行
い、点滴製剤とした。また、ホウ素製剤投与
後の中性子照射は、大阪府熊取町にある京都
大学原子炉実験所にて、岡山大学脳神経外科
医師が同行し、中性子照射日にJR等を使い、
岡山大学病院より同行した。 
臨床研究への岡山大学病院の患者参加決
定後、患者を臨床研究情報センター(TRI)へ
登録し、研究を行った。原子炉の点検のため、
中性子照射が行えないため、平成25年度の臨
床研究は、行えなかった。これまでの、臨床
研究を行った症例について、外来にて治療継
続を行った。 

 Ｃ．研究結果 
平成 24 年度、計 3 回（試験全期間中計 4
回、平成 23 年度 1回、平成 24 年度 3回）平
成 25 年度（原子炉休止中のために症例なし）
により岡山大学よりホウ素中性子捕捉療法
を施行。 
平成25年度は、中性子源である京都大学原
子炉実験所の原子炉の点検等により、ホウ素
中性子捕捉療法は行うことが出来なかった。 
 
Ｄ．考察 
BNCT終了後、追加の24Gyの放射線治療及び
化学療法を施行した。BNCT後の有害事象とし
ては、BNCTとの関連性については不明である
が、全身けいれん発作や重症薬疹等が認めら
れた。標準治療群では、術後の放射線治療法
が約1.5～2ヶ月程度必要であるが、BNCT後は2
～3週間程度の追加放射線治療で終了するた
め、入院期間の短縮につながった。平成25年
度は、原子炉の都合上臨床研究を行えなかっ
た。ホウ素中性子捕捉療法は、粒子線治療の1
つの分野であるが、ホウ素の投与方法並びに
中性子照射等の幾つかの治療に関わる要素が
存在し、数多く中性子捕捉療法を行っている
施設と、比較的少ない症例の施設間で、技術
的な差が生まれるかどうかは、不安視されて
いたが、岡山大学では、主管の大阪医大と同
等の成績及び安全性の確保は出来たと考えら
れる。 
 
Ｅ．結論 
岡山大学脳神経外科より計4症例（平成23年
度1症例、平成24年度3症例）のBNCT臨床研究
の多施設共同研究者の分担者として、臨床研
究を行った。計4名の患者に対してBNCT臨床
研究を行ったが、重篤な副作用なく、BNCT後
の後療法を行うことにも成功した。 
平成25年度は、京都大学原子炉実験所の中
性子源の点検等による、不可避な事情により、
臨床研究は出来なかったが、岡山大学にて、 



ホウ素中性子捕捉療法を完遂できる十分な
体制は出来たと思われる。 
大学倫理委員会・ホウ素薬剤の調剤、原子炉
への患者輸送等、岡山大学でのBNCT推進に
あたっての組織的な取り組みに関しても着
実に推進出来た。今後の臨床研究の発展およ
び治験への展開を含め十分な成果を収めた
と思われる。多施設共同研究における、分担
研究者として、岡山という、中性子源のある
京都大学原子炉実験所（大阪府泉南郡熊取
町）遠方の地ではあるが、十分に臨床研究が
行えることを証明した。 
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